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美
し
い
ま
ち
づ
く
り
の
原
点

景
観
計
画
に
お
け
る
支
援
事
業
の
活
用

Focus
政策・制度

従
来
、
景
観
計
画
に
関
す
る
支
援
事
業

は
、
国
が
メ
ニ
ュ
ー
と
そ
の
細
か
な
採
択

条
件
を
作
成
し
、
市
町
村
が
そ
の
要
件
に

合
わ
せ
て
事
業
計
画
を
つ
く
る
と
い
う

「
モ
デ
ル
事
業
」
が
中
心
で
し
た
。
ま
た
、

街
路
事
業
な
ど
の
通
常
事
業
に
「
景
観
と

い
う
テ
ー
マ
を
付
け
加
え
る
」
と
い
っ
た
、

景
観
を
付
加
的
要
素
と
み
る
支
援
事
業
も

多
く
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
一
九
九
〇
年
代
の
地
方
分
権

の
時
代
に
入
る
と
、
地
域
の
個
性
の
象
徴

と
し
て
景
観
の
価
値
が
見
直
さ
れ
、
景
観

計
画
に
対
す
る
支
援
事
業
の
方
向
性
も
大

き
く
転
換
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
代
表
が

「
街
並
み
環
境
整
備
事
業
」
や
「
ま
ち
づ

く
り
総
合
支
援
事
業
」
で
あ
り
、
次
の
四

つ
の
特
徴
を
も
っ
て
い
ま
す
。

（
特
徴
）

①
地
域
独
自
の
計
画
の
重
視

②
地
域
に
必
要
な
事
業
を
総
合
的
に
取
り
扱

う
こ
と
が
可
能

③
地
域
特
性
に
対
応
し
た
基
準
の
柔
軟
化

④
住
民
意
向
の
反
映
の
た
め
の
住
民
合
意
形

成
プ
ロ
セ
ス
の
重
視

こ
の
よ
う
な
特
徴
に
よ
り
、「
街
並
み

環
境
整
備
事
業
」
は
、
従
来
の
モ
デ
ル
事

業
で
は
困
難
だ
っ
た
、
市
町
村
の
景
観
施

策
と
の
連
動
を
可
能
に
す
る
支
援
事
業
と

し
て
高
い
評
価
を
受
け
て
い
ま
す
。

（
事
例
紹
介
で「
街
並
み
環
境
整
備
事
業
」を
活
用

し
た
兵
庫
県
生
野
町
の
取
り
組
み
を
取
り
上
げ

ま
す
）

ま
た
、
次
ペ
ー
ジ
に
各
省
庁
の
景
観
に

関
す
る
支
援
事
業
の
一
覧
を
掲
げ
ま
す
。

(1)
市
町
村
に
景
観
条
例
が
あ
れ
ば
適
用
さ
れ

や
す
い

市
町
村
に
景
観
条
例
が
あ
り
、
景
観
指

定
地
区
に
指
定
さ
れ
、
景
観
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
の
適
用
を
受
け
て
い
る
、
な
ど
の
条
件

が
あ
れ
ば
適
用
さ
れ
や
す
い
た
め
、
景
観

条
例
の
普
及
に
よ
る
活
用
範
囲
の
拡
大
が

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
対
象
地
区
も
歴
史

的
地
区
の
ほ
か
、
密
集
市
街
地
、
阪
神
・

淡
路
大
震
災
の
被
災
地
、
農
村
集
落
・
漁

村
集
落
の
事
例
な
ど
、
多
様
な
地
域
で
活

用
さ
れ
て
い
ま
す
。

(2)
ま
ち
づ
く
り
協
定
に
よ
る
住
民
参
加
が
必
要

市
町
村
は
、
地
域
の
住
民
と
の
協
議
の

場
を
つ
く
り
、
協
定
を
ま
と
め
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。
住
民
参
加
に
よ
る
ま
ち

づ
く
り
の
一
環
と
し
て
景
観
計
画
を
位
置

づ
け
、
行
政
と
住
民
の
合
意
に
よ
る
景
観

形
成
を
重
視
し
て
い
ま
す
。
任
意
の
協
定

で
よ
く
、
建
築
協
定
や
地
区
計
画
の
よ
う

な
法
定
の
協
定
ま
で
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

(3)
個
人
の
建
物
も
補
助
の
対
象
と
な
る

従
来
、
原
則
と
し
て
個
人
の
家
屋
は
補

助
の
対
象
外
で
し
た
が
、
基
準
に
適
合
す

る
建
築
行
為
に
は
補
助
が
で
る
仕
組
み
に

な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
傾
向
は
、「
街
並
み
環
境

整
備
事
業
」
だ
け
で
な
く
、
街
路
事
業
の

支
援
制
度
で
あ
る
「
身
近
な
み
ち
づ
く
り

支
援
事
業
」
や
統
合
型
の
補
助
制
度
で
あ

る
「
ま
ち
づ
く
り
支
援
事
業
」
に
も
み
ら

れ
、
市
町
村
の
意
向
に
沿
っ
た
支
援
事
業

が
多
く
生
ま
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
地
方
分
権
時
代
に
沿
っ
た

支
援
事
業
が
制
度
化
さ
れ
る
な
か
、
問
題

に
な
る
の
が
デ
ザ
イ
ン
の
質
の
確
保
で
す
。

デ
ザ
イ
ン
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
は
支
援
事
業
に

組
み
込
ま
れ
て
い
な
い
た
め
、
特
に
歴
史

的
景
観
の
整
備
に
お
い
て
、
外
部
資
本
に

よ
る
乱
開
発
の
抑
制
が
急
務
に
な
っ
て
い

ま
す
。
景
観
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
で
構
成
さ
れ

る
審
査
会
や
フ
ラ
ン
ス
の
よ
う
に
国
家
資

格
を
も
つ
専
門
家
（
フ
ラ
ン
ス
建
造
物
監

視
建
築
家
）に
よ
る
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
が
望
ま
れ
ま
す
。
あ
る
い
は
、
神
奈

川
県
真
鶴
町
の
よ
う
な
、
地
域
住
民
の
同

意
に
よ
る「
美
の
基
準
」に
関
す
る
条
例
制

定
も
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
対
す
る

支
援
事
業
の

タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
と
な
っ
た

「
街
並
み
環
境
整
備
事
業
」

に
必
要
と
な
る
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
や
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
、
住
民
合
意
形
成
の

た
め
の
住
民
活
動
に
対
す
る
支
援
が
対
象

と
な
る
支
援
事
業
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

言
い
換
え
る
と
、
建
物
な
ど
の
ハ
ー
ド
に

対
す
る
支
援
で
は
な
く
、
景
観
計
画
に
伴

う
住
民
活
動
と
い
う
ソ
フ
ト
に
対
す
る
支

援
を
行
う
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

(2)
税
金
の
優
遇
支
援

「
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
」
に
お
け

る
文
化
財
保
護
指
定
に
伴
う
固
定
資
産
税

の
減
免
措
置
な
ど
、
税
金
の
優
遇
措
置
を

支
援
し
て
い
る
事
例
も
あ
り
ま
す
。

解
決
策
の
一
つ
に
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

地
域
資
源
を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り
の

重
要
性
と
、
住
民
参
加
に
よ
る
ま
ち
づ
く

り
の
必
要
性
が
全
国
的
に
認
識
さ
れ
る
な

か
で
、
景
観
計
画
は
地
域
の
個
性
を
生
か

す
戦
略
的
な
施
策
に
位
置
づ
け
ら
れ
、
支

援
内
容
も
次
の
よ
う
な
事
例
が
見
受
け
ら

れ
ま
す
。

(1)
住
民
参
加
に
よ
る
景
観
計
画
策
定
へ
の
支
援

景
観
計
画
を
住
民
参
加
で
検
討
す
る
際

■景観に関する支援事業一覧 支
援
事
業
を
検
討
す
る
際
の

留
意
点

「
街
並
み
環
境
整
備
事
業
」の

勘
所
と
支
援
内
容
の
変
化

支
援
事
業
の
課
題
は

デ
ザ
イ
ン
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

総合整備 

名　称 所轄官庁 事業主体 備　考 

総務省 市町村等 まちづくり特別対策事業 
地域の創意工夫による個性的で魅力ある 
まちづくりを支援。広域行政も 

国土交通省 地方公共団体等 まちづくり総合支援事業 
地域の創意工夫を生かしたまちづくりを支 
援。執行は市町村の裁量権を拡大 

歴史・伝 
統環境の 
保全 

総務省 地方公共団体 地域文化財・歴史的遺産活用 
による地域おこし事業 

地方指定の文化財の買い上げ、修復等に対 
する補助 

文化庁 地方公共団体等 記念物保存整備事業 
文化財保護法による指定文化財の保存修理 
等。所有者も対象 

文化庁 地方公共団体 地方拠点史跡等 
総合整備事業 

史跡を所有管理している団体に対し、工事 
費等を補助 

文化庁 地方公共団体 史跡等活用特別事業 
（ふるさと歴史広場） 

同上 

文化庁 地方公共団体 歴史の道活用推進事業 
古道等の歴史的遺産の調査･活用に対する補 
助。計画－都道府県、事業－市町村 

文化庁 地方公共団体等 建造物等修理事業 
文化財保護法による指定建造物の保存修理 
等。所有者も対象。伝建地区も含む 

国土交通省 再開発事業と同 歴史的建造物等活用型 
再開発事業 

歴史的建造物等の活用による一体的再開発 
を対象 

国土交通省 港湾管理者 歴史的港湾環境創造事業 
港湾における歴史的遺産の保全・活用を対 
象 

港湾整備 国土交通省 港湾管理者 港湾景観形成モデル事業 
港湾の景観資源を活用した良好な景観づく 
り 

商業地 
整備 

経済産業省 商店街等 中心市街地等商店街・ 
商業集積活性化事業 

リノベーション補助。中心市街地等の活性 
化のためのハード、ソフト事業 

総務省 市町村 中心市街地活性化 
特別対策事業 

中心市街地活性化に対する総合的な支援制 
度 

住環境 
整備 

国土交通省 地方公共団体 街並み環境整備事業 
地区住民と地方公共団体が協力して行う、 
街並み・景観整備を支援 

国土交通省 地方公共団体等 密集住宅市街地整備 
促進事業 

密集市街地の環境改善のため、地区施設等 
の総合的整備。景観整備も重要な要素 

国土交通省 地方公共団体等 住宅市街地整備 
総合支援事業 

都市の既成市街地における住宅供給を通じ 
て、良好な市街地景観形成を図る 

農村集落 
整備  

農林水産省 地方公共団体等 田園整備事業 
美しい農村景観の保全に配慮した施設・み 
ちの総合的整備 

農林水産省 地方公共団体 地域用水環境整備事業 農村地域の水路等の水辺空間の活用 

農林水産省 地方公共団体等 ふるさと水と 
土ふれあい事業 

中山間地における施設の維持保全、親水空 
間等の整備 

農林水産省 地方公共団体 棚田地域等保全整備事業 
棚田等の保全に関する生産基盤、生活環境 
施設等の総合的整備 

農林水産省 都道府県 農村振興総合整備事業 
農村生産基盤と農村生活環境整備を総合的 
に実施 

道路・街 
路整備 

国土交通省 地方公共団体等 シンボルロード整備事業 

国土交通省 地方公共団体等 身近なまちづくり 
支援街路事業 

国土交通省 市町村等 くらしのみちづくり事業  

国土交通省 道路管理者 コミュニティ道路整備事業 

＊道路整備については、都市・地域整備局、 
　道路局とも、景観整備の要素を重視。都 
　市・地区レベルでの計画に基づいて、ど 
　のタイプの事業でも景観への取り組みが 
　可能 

＊河川整備については、河川事業全般に、 
　住民意向の反映と景観への取り組みが一 
　般化しており、どの事業でも可能 

河川整備 国土交通省 河川管理者 河川改修事業 
 

国土交通省 河川管理者 河川再生事業 
 

国土交通省 河川管理者 ふるさとの川整備事業 
 

公園整備 国土交通省 地方公共団体 多様なニーズに対応する 
都市公園事業  ＊公園整備については、公園事業全般に景 

　観形成がテーマとなる 
国土交通省 地方公共団体等 中心市街地活性化広場 

公園整備事業 
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■問い合わせ先
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明
治
以
降
の
生
野
町
の
発
展
は
政
府
に

よ
る
銀
山
開
発
が
深
く
か
か
わ
っ
て
い
ま

す
。
明
治
元
（
一
八
六
八
）
年
に
は
早
く

も
西
洋
文
明
が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

は
港
町
神
戸
と
同
じ
時
期
で
す
。

明
治
五
年
ご
ろ
に
は
ま
ち
づ
く
り
も
進

み
、
こ
の
当
時
の
レ
ン
ガ
造
り
の
建
物
が

あ
ち
こ
ち
に
現
存
し
て
い
ま
す
。
生
野
町

は
、
日
本
で
も
有
数
の
西
洋
家
屋
と
土
木

建
築
遺
産
の
宝
庫
な
の
で
す
。
ま
た
、
建

築
様
式
は
気
候
風
土
が
強
く
影
響
す
る
の

で
、
降
水
量
の
少
な
い

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
建
築
規

格
で
建
物
を
つ
く
る
と
、
日
本
の
雨
水
処

理
は
で
き
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
生
野
町

の
西
洋
建
築
物
に
は
、
随
所
に
日
本
人
大

工
の
工
夫
が
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
明
治
初

頭
に
、
外
国
人
の
指
導
の
も
と
、
日
本
人

の
大
工
が
懸
命
に
考
え
、
建
物
を
つ
く
っ

た
息
吹
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
近
世
後
期
か
ら
現
代
ま
で

の
さ
ま
ざ
ま
な
様
式
の
家
屋
･
土
木
建
築

物
･
店
舗
が
ず
っ
と
蓄
積
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
も
、
独
特
の
建
築
資
材
で
あ
る
生
野

赤
瓦
や
銅
の
製
錬
工
程
の
副
産
物
で
、
玉

虫
色
の
光
沢
を
持
つ
カ
ラ
ミ
石
な
ど
が
、

独
特
の
景
観
を
特
徴
づ
け
て
い
ま
す
。
明

治
初
期
か
ら
の
町
並
み
と
産
業
遺
産
･
鉱

山
遺
構
の
文
化
的
資
産
を
有
す
る
町
の
中

で
、
生
野
町
は
全
国
で
五
指
に
入
る
評
価

を
受
け
て
い
る
の
で
す
。

例
を
挙
げ
る
と
、
以
下
の
と
お
り
で
す
。

・
イ
ギ
リ
ス
植
民
地
と
ア
メ
リ
カ
に
見
ら

れ
る
ビ
ク
ト
リ
ア
朝
風
の
軒
飾
り
。

・
レ
ン
ガ
積
み
の
工
法
に
イ
ギ
リ
ス
積
み

と
フ
ラ
ン
ス
積
み
の
二
通
り
が
同
地
域

に
混
在
。

・
主
要
な
建
築
物
は
フ
ラ
ン
ス
式
メ
ー
ト

ル
寸
法
、
ト
ロ
ッ
コ
設
備
と
坑
内
は
イ

ギ
リ
ス
式
フ
ィ
ー
ト
寸
法
。
と
こ
ろ
ど

こ
ろ
に
日
本
の
尺
寸
法
が
用
い
ら
れ
て

い
る
。

・
町
内
を
巡
る
馬
車
道
は
フ
ラ
ン
ス
か
ら

導
入
し
た
マ
カ
ダ
ム
式
道
路
規
格
。

・
外
国
人
技
師
の
住
居
は
一
辺
三
十

以
上
の
大
邸
宅
。

・
鉱
山
の
鉱
員
社
宅
に
古
く
か
ら
出
窓
の

デ
ザ
イ
ン
を
採
用
。

今
後
、
ま
ち
づ
く
り
に
活
用
す
る
に
は

十
分
す
ぎ
る
ほ
ど
の
資
産
に
恵
ま
れ
て
い

ま
す
。

日
本
は
長
い
歴
史
と
伝
統
に
恵
ま
れ
て

メ
ー

ト
ル

１

全
国
で
五
本
の
指
に
入
る

明
治
初
期
の
町
並
み
と

産
業
遺
産

2

近
代
化
産
業
遺
産
が

文
化
財
と
し
て

重
要
視
さ
れ
始
め
た

生野銀山
坑口の石積みは、フランス人技術者の指導により建造さ
れた

14

兵
庫
県

生
野
町

住
民
参
加
の
ま
ち
づ
く
り

Focus
政策・制度

生
野
町
は
兵
庫
県
の
ほ
ぼ
中
央
、
中

国
山
地
の
分
水
嶺
に
位
置
す
る
人
口
約

五
千
人
の
町
で
す
。
町
に
は
大
同
二

（
八
〇
七
）
年
開
坑
と
伝
え
ら
れ
る
生

野
銀
山
が
あ
り
、
明
治
元
（
一
八
六
八
）

年
に
は
明
治
政
府
直
轄
鉱
山
第
一
号
と

な
り
ま
し
た
。
フ
ラ
ン
ス
人
技
師
を
中

心
に
、
外
国
人
技
術
者
が
銀
山
開
発
と

町
内
の
土
木
･
建
築
工
事
を
指
導
し
、

神
戸
の
飛
地
の
よ
う
に
西
洋
建
築
が
残

さ
れ
て
い
ま
す
。
西
洋
技
術
の
粋
を
集

め
、
日
本
の
近
代
化
を
支
え
た
銀
山
と

生
野
の
町
並
み
を
保
存
･
再
生
し
、
文

化
資
産
を
活
用
す
る
ま
ち
づ
く
り
の
検

討
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
景
観
形
成
の
検
討
は
、
十
数
年

前
か
ら
行
な
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
平
成

十
年
か
ら
は
「
口
銀
谷

く
ち
が
な
や

の
町
並
み
を
つ

く
る
会
」（
後
述
）
が
主
体
と
な
っ
て

い
ま
す
。
現
在
の
進
捗
は
、「
古
い
建

築
物
と
産
業
設
備
の
文
化
的
価
値
を
調

査
し
、
保
存
･
活
用
の
対
象
を
選
別
し

て
い
る
」
段
階
に
あ
り
ま
す
。

今
後
、
文
化
財
保
存
を
柱
と
す
る
既

存
の
制
度
を
活
用
す
る
か
、
景
観
計
画

の
中
で
の
ま
ち
づ
く
り
を
行
う
か
、
ま

た
は
文
化
観
光
や
教
育
観
光
な
ど
、
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
型
の
新
し
い
取
り
組
み
に
挑

戦
す
る
か
、
そ
の
方
向
性
を
決
め
る
こ

と
が
、
事
業
の
も
っ
と
も
大
切
な
ポ
イ

生野町 

兵庫県 

日
本
最
初
の
官
営
銀
山
。
記
念
碑
的
な
町
並
み
。

産
業
遺
産
の
調
査
に
住
民
と
専
門
家
が

共
同
で
取
り
組
む

ン
ト
と
な
り
ま
す
。

今
回
は
、
生
野
町
ま

ち
づ
く
り
政
策
課
の
小

島
公
明
課
長
補
佐
・
和

田
幸
司
主
査
、
な
ら
び

に
、「
口
銀
谷
の
町
並

み
を
つ
く
る
会
」
の
海

崎
陽
一
さ
ん
へ
の
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
、
お
よ
び

「
生
野
･
景
観
ま
ち
づ

く
り
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

で
専
門
家
と
住
民
か
ら

出
さ
れ
た
報
告
･
意
見

を
も
と
に
、
事
業
概
要

と
課
題
を
紹
介
し
ま
す
。

トロッコ道跡
市川沿いに線路敷跡が残っている
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「
話
を
聞
い
て
、
初
め
て
こ
の
町
も
捨
て

た
も
の
で
は
な
い
と
思
い
ま
し
た
。
閉
山

後
、
過
疎
化
が
進
み
人
口
が
半
減
し
、
銀

山
の
栄
華
は
失
っ
た
宝
だ
と
思
っ
て
い
た

の
に
、
銀
山
な
ら
で
は
の
景
観
と
い
う
新

た
な
恵
み
を
与
え
て
く
れ
た
の
で
す
。
あ

ま
り
に
見
慣
れ
て
い
た
た
め
か
、
な
か
な

か
そ
の
価
値
に
気
づ
く
こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
の
で
す
」。

「
口
銀
谷
の
町
並
み
を
つ
く
る
会
」
の
海

崎
陽
一
さ
ん
は
、
次
の
よ
う
に
語
り
ま
す
。

「
生
野
瓦
の
赤
色
や
、
今
で
言
う
銅
ス
ラ

グ
の
カ
ラ
ミ
石
特
有
の
玉
虫
色
が
、
生
野

町
の
景
観
の
特
徴
的
な
色
だ
と
指
摘
さ
れ

て
、
初
め
て
わ
か
り
ま
し
た
。
私
た
ち
に

は
身
近
す
ぎ
て
意
識
し
た
こ
と
が
な
か
っ

た
の
で
す
」。

平
成
五
年
に
、

従
来
は
都
市
計
画

区
域
を
対
象
と
し

て
い
た
兵
庫
県
都

市
景
観
条
例
が
改

正
さ
れ
、
県
下
全

域
に
対
象
が
拡
大

さ
れ
ま
し
た
。

平
成
八
年
以
降
、

生
野
町
は
町
の
総

合
計
画
に
「
口
銀

谷
地
区
の
街
並
み

づ
く
り
」
を
盛
り

込
み
、
県
の
景
観

形
成
地
区
指
定
を

め
ざ
し
て
官
民
が

協
力
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
活
動
主

体
は
住
民
参
加
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
、

専
門
家
の
指
導
を
受
け
て
「
景
観
カ
ル
テ
」

を
作
成
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
カ
ル

テ
に
は
、
住
民
と
町
職
員
が
各
自
カ
メ
ラ

持
参
で
撮
影
し
た
地
区
内
の
景
観
写
真
と

合
わ
せ
て
、
名
称
・
所
在
地
・
活
用
提
案

な
ど
の
項
目
を
記
載
し
ま
し
た
。
百
枚
を

超
え
る
カ
ル
テ
は
県
の
審
議
会
に
提
出
さ

れ
、
住
民
意
見
を
述
べ
る
機
会
も
用
意
さ

れ
る
ほ
ど
で
、
地
区
指
定
に
大
き
く
貢
献

し
ま
し
た
。

平
成
十
年
、
生
野
町
口
銀
谷
地
区
が
県

の
地
区
指
定
を
受
け
、
こ
れ
に
よ
り
国
土

交
通
省
の
街
並
み
環
境
整
備
事
業
が
適
用

さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

現
在
、
十
年
間
で
総
事
業
費
約
四
億
円

の
整
備
事
業
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
補

助
金
負
担
は
国
が
五
割
で
、
残
り
は
町
が

負
担
し
ま
す
。
街
並
み
環
境
整
備
事
業
は
、

積
極
的
な
住
民
参
加
を
適
用
条
件
に
し
て

い
る
こ
と
が
特
徴
で
、
町
で
は
同
年
、
基

盤
整
備
を
除
く
景
観
整
備
を
専
門
に
行
う

住
民
団
体
「
口
銀
谷
の
町
並
み
を
つ
く
る

会
」
を
発
足
さ
せ
、
対
応
す
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。
同
会
の
活
動
費
用
の
一
部
は
、

同
事
業
の
協
議
会
助
成
の
適
用
を
受
け
て

い
ま
す
。

生
野
町
の
景
観
ま
ち
づ
く
り
事
業
は
、

現
在
、
町
並
み
と
産
業
遺
産
の
修
復
と
整

備
の
段
階
に
あ
り
、
住
民
負
担
と
財
政
支

出
が
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
地
域
振
興
を
考
え
る
場
合
、

ハ
ー
ド
整
備
と
同
じ
く
ら
い
、
今
後
の
事

4

官
民
協
働
で
兵
庫
県
の

景
観
形
成
地
区
指
定
を

目
指
す

5

文
化
的
資
産
の
活
用
が

ま
ち
づ
く
り
事
業
の

ポ
イ
ン
ト

ムーシェ邸
明治4年から13年まで生野
に滞在したフランス人技師
の住居。現在生野町から朝
来町に移築されている

生
野
町
に
景
観
整
備
の
発
想
が
生
ま
れ

た
の
は
、
閉
山
か
ら
十
四
年
後
の
昭
和
六

十
二
年
ご
ろ
の
こ

と
で
す
。
今
で
こ

そ
生
野
町
の
景
観

は
す
ば
ら
し
い
と

言
わ
れ
ま
す
が
、

二
十
年
前
に
は
認

知
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
で
し
た
。
そ
の

こ
ろ
の
歴
史
的
景

観
は
現
在
よ
り
も

優
れ
て
い
た
は
ず

で
す
が
、
住
民
の

目
に
は
、
そ
れ
が

近
代
化
産
業
遺
産

で
あ
る
と
か
文
化

的
資
産
で
あ
る
と

は
映
ら
な
か
っ
た

と
思
わ
れ
ま
す
。

生
野
町
の
景
観
を

初
め
て
高
く
評
価

し
た
の
は
、
南
但

馬
地
域
の
建
築
士

グ
ル
ー
プ
「
な
ん

16

い
ま
す
が
、
そ
の
た
め
か
え
っ
て
、
近
代

以
降
の
新
し
い
も
の
を
文
化
的
資
産
と
し

て
見
落
と
し
が
ち
な
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

戦
後
の
文
化
財
保
護
法
で
は
、
洋
風
建
築

や
民
家
も
含
ま
れ
る
よ
う
に
な
り
、
現
在

は
、
近
代
和
風
建
築
や
近
代
化
産
業
遺
産

も
認
知
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
先

人
が
働
き
、
生
活
を
し
て
築
き
上
げ
た
生

産
あ
る
い
は
生
活
の
場
を
、
文
字
や
写
真

だ
け
で
な
く
、
現
物
と
し
て
残
し
て
い
く

こ
と
が
重
要
と
認
識
さ
れ
た
わ
け
で
す
。

こ
れ
ら
の
調
査
研
究
と
保
存
の
取
り
組
み

は
、
文
化
庁
の
指
導
の
も
と
で
、
各
都
道

府
県
が
開
始
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

た
ん
ま
ち
な
み
た
ん
て
い
団
」で
す
。
当
時
、

町
の
広
報
担
当
だ
っ
た
現
ま
ち
づ
く
り
政

策
課
の
小
島
公
明
課
長
補
佐
は
、
次
の
よ

う
に
振
り
返
り
ま
す
。

コラム

3

景
観
の
価
値
は
、

地
元
生
活
者
で
は

気
づ
か
な
い
も
の

旧生野警察署
木造平屋建。妻側屋切り部分には、警察紋章と当時の町章が残っている

生野町の口銀谷地域は兵庫県の景観形成地区に指定されて

います。この地域では、建物の建て替えや改修時、確認申請の

前に景観形成のための届出が義務づけられています。

その中で、周辺の景観に合わせて建て替え・改修されるとき、

負担軽減のための助成制度を設けています。

助成の内容は、景観要素となる屋根や外壁などの整備費用

につき4分の1の助成率とし、屋根・外壁で50万円、外溝で

25万円を上限としています。

この助成は、単に建物を「和風にした」だけでは対象となり

ません。景観とは、両隣の建物や通りの風景との調和でつくら

れるものです。この「調和」の内容については、兵庫県が発行

している「生野町口銀谷地区景観ガイドライン」に示されてい

ます。

兵庫県の景観形成支援助成制度
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生野町まちづくり政策課　主査

和田幸司さん

く
の
住
民
が
関
心
を
持
つ
こ
と
で
町
全
体

の
目
が
肥
え
て
、
景
観
に
対
す
る
気
運
が

つ
く
ら
れ
る
」
と
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

景
観
整
備
で
は
、
現
状
把
握
か
ら
全
体
設

計
ま
で
一
貫
し
て
行
政
と
専
門
家
の
や
り

取
り
だ
け
で
進
め
る
例
が
多
く
見
受
け
ら

れ
ま
す
が
、
景
観
の
質
を
高
め
る
に
は
、

地
域
住
民
の
景
観
を
見
る
目
を
養
う
こ
と

が
、
後
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
ガ
イ
ド
を
育

成
す
る
場
合
に
も
役
立
っ
て
き
ま
す
。

景
観
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
上
で
も
っ

と
も
負
担
が
か
か
る
の
が
、
家
な
ど
の
建

築
物
の
所
有
者
で
す
。
所
有
者
の
協
力
が

7

個
々
の
建
築
物
の
課
題

口銀谷の町並みをつくる会

海崎陽一さん

な
け
れ
ば
事
業
は
進
み
ま
せ
ん
。
一
軒
ず

つ
建
物
を
統
一
し
て
町
並
み
を
つ
く
る
際

に
成
否
の
鍵
を
握
る
の
が
、
施
主
側
の
費

用
負
担
軽
減
で
す
。
ま
た
、
景
観
を
形
づ

く
る
個
々
の
建
物
は
生
活
の
場
で
も
あ
る

こ
と
か
ら
、
都
市
部
へ
の
転
居
や
相
続
な

ど
、
所
有
者
の
事
情
で
取
り
壊
さ
れ
る
建

物
も
増
え
て
き
ま
し
た
。
空
き
家
で
あ
っ

て
も
、
所
有
者
の
了
解
が
得
ら
れ
ず
に
放

置
さ
れ
、
存
続
が
危
ぶ
ま
れ
る
ケ
ー
ス
さ

え
あ
り
ま
す
。
旧
吉
川
邸
の
よ
う
に
、
町

に
寄
贈
さ
れ
た
場
合
は
修
復
や
利
用
も
ス

ム
ー
ズ
で
す
が
、
こ
れ
ら
の
事
例
は
む
し

ろ
例
外
と
言
え
ま
す
。

景
観
は
個
人
や
民
間
企
業
の
財
産
で
成

り
立
ち
、
行
政
の
立
ち
入
れ
な
い
領
域
も

多
分
に
あ
り
ま
す
。
し
か
し
最
近
で
は
、

「
壊
す
な
ら
自
分
が
買
い
取
っ
て
修
理
す

る
」
と
い
う
熱
心
な
住
民
も
現
れ
、
新
築

時
に
旧
来
の
様
式
を
取
り
入
れ
て
景
観
を

守
る
動
き
も
生
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
動
き
を
住
民
参
加
に
よ
る
ま
ち
づ
く

り
の
中
に
取
り
込
み
、
景
観
に
対
す
る
意

識
を
啓
発
し
続
け
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思

わ
れ
ま
す
。

18

生野町まちづくり政策課　課長補佐

小島公明さん

業
運
営
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

従
来
の
指
定
文
化
財
で
は
、
修
復
・
保

存
の
み
が
行
わ
れ
て
き
た
の
で
、
国
内
で

先
進
事
例
を
見
つ
け
る
こ
と
は
困
難
で
す
。

も
と
も
と
住
民
の
生
活
の
場
で
も
あ
る
の

で
、
居
住
区
域
と
し
て
の
快
適
さ
を
守
り

な
が
ら
、
採
算
性
の
あ
る
観
光
・
交
流
事

業
を
展
開
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
観

光
事
業
す
べ
て
に
共
通
し
ま
す
が
、
国
内

外
へ
の
効
果
的
な
情
報
発
信
と
リ
ピ
ー
タ

ー
の
確
保
が
課
題
と
な
り
ま
す
。

生
野
町
で
は
、
現
地
調
査
の
初
期
段
階

か
ら
町
民
が
専
門
家
と
の
情
報
交
換
や
研

究
、
独
自
の
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
ま

た
、
事
業
主
体
が
「
口
銀
谷
の
町
並
み

を
つ
く
る
会
」
に
な
っ
て
か
ら
は
、
四

十
名
規
模
で
歴
史
学
習
や
組
織
運
営
の

検
討
を
行
う
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催

し
、
専
門
家
の
研
究
成
果
を
勉
強
し
吸

収
す
る
努
力
を
続
け
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
「
生
野
・
景
観
ま
ち
づ
く
り
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
」
も
開
催
さ
れ
て
い
て
、
地
元

ば
か
り
で
な
く
県
内
外
の
参
加
者
も
見

ら
れ
ま
す
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
世

界
遺
産
登
録
を
目
指
す
島
根
県
石
見
銀

山
の
資
料
館
学
芸
員
の
方
や
、
福
井
県

上
中
町
熊
川
宿
か
ら
の
ゲ
ス
ト
を
招
き
、

住
民
を
交
え
た
交
流
を
通
じ
て
、
景
観

ま
ち
づ
く
り
事
業
の
ポ
イ
ン
ト
を
学
ん

で
い
ま
す
。

講
演
を
行
っ
た
専
門
家
か
ら
は
、「
多
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専
門
家
の
研
究
成
果
を

住
民
も
勉
強
し
て

共
有
す
る

生野町（一部町外を含む）の景観から

現在、全国どこの市町村でも住民参加による合併問

題の活発な議論が必要だと言われています。生野町の

皆さんは、「町の景観づくりに参加することで、合併論

議も地域の将来を真剣に考えた質の高いものになる」

とコメントしています。

景観の話題には、地域住民の多くが関心を示してい

ます。その理由として、自分たちの町が昔どんな形態

を持ち、どう発展して現在に至ったかという疑問が、

町並みという視覚的にきわめて具体的な形で解決され

ることが考えられます。将来を語る際にも、自分は将

来どんな町並みで暮らしたいか、はっきりしたイメー

ジを持つことができます。今後ますます住民と行政と

の協働が重要となります。景観形成を含めたまちづく

りを議論することが、住民の関心と参加を得る有効な

手法になると思われます。

景観形成は住民参加を
得やすいまちづくりテーマ


